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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成29年8月17日(2017.8.17)

【公開番号】特開2016-16103(P2016-16103A)
【公開日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-007
【出願番号】特願2014-140524(P2014-140524)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/14     　　　Ａ
   Ａ６１Ｂ    3/14     　　　Ｍ
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ
   Ａ６１Ｂ    3/14     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月7日(2017.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明に係る眼科装置は、被検眼の眼底の平面画像を取得
する画像取得手段と、前記平面画像から、前記被検眼の視細胞が存在する存在領域と前記
視細胞が存在しない領域との境界を取得する境界取得手段と、複数の前記平面画像から取
得した前記境界に基づいて、前記眼底における前記視細胞の存在領域を設定する設定手段
と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の眼底の平面画像を取得する画像取得手段と、
　前記平面画像から、前記被検眼の視細胞が存在する存在領域と前記視細胞が存在しない
領域との境界を取得する境界取得手段と、
　複数の前記平面画像から取得した前記境界に基づいて、前記眼底における前記視細胞の
存在領域を設定する設定手段と、
　を備えたことを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　前記境界取得手段は、前記平面画像を周波数変換して得られる前記視細胞の密度に対応
するシグナルの強度に基づいて、前記境界を取得することを特徴とする請求項１に記載の
眼科装置。
【請求項３】
　前記画像取得手段は、前記境界取得手段で取得した前記境界の位置に応じて前記平面画
像を撮影する前記眼底における撮影位置を設定する撮影位置設定手段を備えたことを特徴
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とする請求項１又は２に記載の眼科装置。
【請求項４】
　前記取得した境界と、前記平面画像を取得した前記眼底における撮影位置とを対応づけ
る位置合わせ手段を有することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の眼科装
置。
【請求項５】
　前記設定した視細胞の存在領域に基づき、前記平面画像とは解像度の異なる第二の平面
画像を取得する第二の画像取得手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一
項に記載の眼科装置。
【請求項６】
　前記第二の画像取得手段は、前記第二の平面画像が前記境界を含む場合に、前記第二の
平面画像を取得した前記眼底における撮影位置に対して複数のフォーカス位置で撮影を行
うことを特徴とする請求項５に記載の眼科装置。
【請求項７】
　前記境界取得手段は、前記複数のフォーカス位置で撮影された前記第二の平面画像の各
々から前記境界を取得することを特徴とする請求項６に記載の眼科装置。
【請求項８】
　前記第二の画像取得手段は、前記第二の平面画像が前記視細胞を含む場合に、前記第二
の平面画像を取得した前記眼底における撮影位置に対して複数のフォーカス位置で撮影を
行うことを特徴とする請求項５に記載の眼科装置。
【請求項９】
　前記境界取得手段は、前記複数のフォーカス位置で撮影された前記第二の平面画像の各
々から、前記設定手段による設定に用いる前記第二の平面画像を選択することを特徴とす
る請求項８に記載の眼科装置。
【請求項１０】
　被検眼の眼底において視細胞が存在する領域と存在しない領域との境界を取得する境界
取得手段と、
　前記取得した境界を、前記被検眼の眼底において平面画像を撮影した撮影位置に対応づ
ける位置合わせ手段と、
　前記取得した視細胞の存在領域の境界に基づき、前記平面画像とは解像度において異な
る第二の平面画像を取得する画像取得手段と、
　を備えたことを特徴とする眼科装置。
【請求項１１】
　前記境界は、前記被検眼についてのＯＣＴ断層像に基づいて取得することを特徴とする
請求項１０に記載の眼科装置。
【請求項１２】
　前記境界は、過去に取得した前記被検眼の平面画像より取得することを特徴とする請求
項１０に記載の眼科装置。
【請求項１３】
　前記境界が、過去に取得した複数の境界であることを特徴とする請求項１０に記載の眼
科装置。
【請求項１４】
　前記境界取得手段は、前記過去に取得した複数の境界の差分を解析対象領域として抽出
することを特徴とする請求項１３に記載の眼科装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか一項に記載の眼科装置の各手段としてコンピュータを機能さ
せるためのプログラム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のプログラムを記憶した記憶媒体。
【請求項１７】
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　被検眼の眼底の平面画像を取得する画像取得工程と、
　前記平面画像から、前記被検眼の視細胞が存在する存在領域と前記視細胞が存在しない
領域との境界を取得する境界取得工程と、
　複数の前記平面画像から取得した前記境界に基づき、前記眼底における前記視細胞の存
在領域を設定する設定工程と、
　を含むことを特徴とする眼科装置の制御方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の眼科装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させることを特
徴とするプログラム。
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